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にほん ぶし ばんつ よ げんじ ぶ し 

日本の むかしの 武士で 一 番 強かった の は 源氏の 武士 

でございます。 その 源氏の 先祖で、 一 番 えらい 大将 

はちまんたろう げんじ ぶし 

といえば 八幡 太郎 でございます。 むかし 源氏の 武士 は 

いくさ とき うじがみ はちまん だ いじん な とな 

戦に 出る 時、 氏神 さまの 八幡 大 神のお 名 を 唱える と 

せんぞ はちまんたろう おも だ 

いっしょに、 きっと 先祖の 八幡 太郎を 思い出して、 い 

じぶん む さきざき はちまんたろう れい 

つも 自分の 向かって 行く先々 に は、 八幡 太郎の 霊が 

まも おも いくさ はげ 

守って いて くれる と 思って、 戦に 励んだ ものでした。 

はちまんたろう みなもと のよ リ よし たいしょう ちょうなん 

八幡 太郎は 源頼義 という 大将の 長男で、 おと 

よりよ し ばん はちまん だいじん ほうけん 

うさん の頼義 が、 ある 晚 八幡 大 神から りっぱな 宝剣 を 



うにな りました。 

それ はもう 長い 長い 九 年の 戦 いも そろそろ おしま 

いに なろうと いう 時分の ことでした。 ある 日 はげしい 

いくさ よしいえ てき たいしょう さ だとう ふたり 

戦の あとで、 義家は 敵の 大将の 貞 任と ただ 二人、 一 

き う しょうぶ さ だとう 

騎 打ちの 勝負 をいた しました。 そのうち とうとう 貞任 

うま くび む に 

がかな わなくな つて、 馬の 首 を 向け かえして、 逃げて 

よしいえ うし こえ 

行こうと します と、 義家は 後ろから 大きな 声で、 

ころも 

「 衣 のた て は 

ほ- ろび にけ り。」 

わ か しも く さ だとう 

と 和歌の 下の句 をうたい かけました。 すると 貞任も 

逃げながら 振り向いて、 



きょうと かえ のち てき たいしょう むねとう くび き 

京都へ 帰って 後、 敵の 大将の 宗任 はすぐ に 首を切 

られる はずでした けれど、 義家 は、 

いくさ てき みかた 

「戦が すんで しまえば、 もう 敵 も 味方 もない。 むだ 

いのち た およ 

に 人の 命 を 絶つ に は 及ばない ご 

おも てんし ねが じぶん 

と 思いました。 そこで 天子 さまに 願って、 自分が 

ご ほうび いただ か むねとう てき のこ 

御 褒美 を 頂く 代わりに、 宗任 はじめ 敵のと りこ を 残 

ゆる むねとう みやこ 

らず 許して やりました。 その 中で 宗任は そのまま 都 

とど よしいえ けらい 

に 止まって、 義 家の 家来に なりたい というので、 そば 

に 置いて K うこと にしました。 



みだ た とき ふくへい 

「がんの 乱れて 立つ 時 は 伏兵が あるし るし だとい うこ 

まさ ふさ きょう おそ へ いがく ほん 

と は、 匡 房の 卿から 教わった 兵学の 本に ある こと だ。 

かけあ^ たす かく もん 

お 陰で 危ない ところ を 助かった。 だから 学問 はしな け 

れ ばなら ない もの だ ご 

と い いました。 

いくさ まえ とき おと ずいぶんく る せんそう 

こんどの 戦 は 前の 時に 劣らず 随分 苦しい 戦争で し 

ねん かたづ 

たけれ ど、 三年め に はすつ かり 片付いて しまって、 

よしいえ ひさ ぶ みやこ かえ 

義家 はまた 久し振りで 都 へ 帰る ことにな リ ました。 

はる おうしゅう うみ づた ひたち くに 

ちょうど 春の ことで、 奥州 を 出て 海 伝いに 常 陸の 国 

はい くにざかい な こそ せき 

へ 入ろうと して、 国境の 勿 来の 関に かかり ますと、 み 

やまざくら さ かぜ ふ 

ごとな 山桜が いっぱい 咲いて、 風 も 吹かない のに は 



まもの き てんし ごびょうき 

魔物 は 消えて、 天子 さまの 御 病気 はきれ いに なおって 

しまいました。 

とき のはら かり む 

また ある 時 野原へ 狩に 出かけ ますと、 向こう からき 

ぴき き よしいえ み 

つねが 一 匹 出て 来ました。 義家は それ を 見て、 あんな 

小さな けものに 矢 を あてる の もむ ごたら しい、 おどし 

て やろうと 思って、 弓に 矢 をつ がえ て、 わざとき つね 

まえ じ む はな や つる 

の 目の前の 地び たに 向けて 放します と、 矢 は絃を はな 

まえ た 

れて、 やがてき つねの まん 前に ひょいと 立ちました。 

するとき つね は それだけ でもう 目 を まわして、 くるり 

おも .* こお し 

とひつ くりかえ ると 思う と、 そのまま 倒れて 死んで し 

ま いました。 



よしいえ たんと-つ 

ました。 そこで 一ばん おしまいに 義 家が、 短刀 をぬ い 

て、 

「では わたしが 割って 見ましょう ご 

わ あん じょう 

といいながら うり を 割ります と、 中には 案の定 

こへ び ぴ きはい み ただあきら はリ 

小 蛇が 一匹 入って いました。 見る と忠 明のう つた 針 

りょうほう 

が、 ちゃんと 両方の 目に ささって いました。 

よしいえ むぞうさ き こ たんとう 

そして 義 家が つい 無造作に 切り込んだ 短刀 は、 りつ 

へび くび どう き はな 

ぱに 蛇の 首と 胴 を 切り離して いました。 

みどう ど の かんしん 

御堂 殿 は 感心して、 

みち なだか めいじん 

「なるほど その 道に 名高い 名人 たちのす る こと は、 さ 

ちが 

すがに 違った もの だ。」 
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